
「
専
門
セ
ミ
ナ
ー
」
ガ
イ
ダ
ン
ス

―
学
生
と
の
協
同
作
業
の
試
み
―

近
藤

真
庸

「
専
門
セ
ミ
ナ
ー
」（
定
員
四
名
）を

中
核
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

毎
年
、
五
月
の
連
休
明
け
に
な
る
と
、
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
に
わ
か
に
活
気
づ
く
。
『
解
体
新
書
』

と
い
う
小
冊
子
を
携
え
、
教
員
の
研
究
室
を
行
き

来
す
る
二
年
生
の
姿
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。

法
学
、
政
治
学
、
経
済
学
、
財
政
学
、
地
理
学
、

都
市
計
画
、
農
業
政
策
、
協
同
組
合
論
、
生
物
学
、

化
学
、
物
理
学
、
情
報
工
学
、
土
木
工
学
、
建
築

学
、
哲
学
、
文
学
、
言
語
学
、
社
会
学
、
心
理
学
、

歴
史
学
、
人
類
学
、
教
育
学
、
社
会
福
祉
学
な
ど
、

多
方
面
の
学
問
分
野
に
わ
た
っ
て
、
教
員
の
数
だ

け
開
設
さ
れ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と
ん
だ
「
専
門

セ
ミ
ナ
ー
」
の
中
か
ら
、
入
学
後
わ
ず
か
一
年
に

し
て
、
二
年
次
後
期
か
ら
卒
業
論
文
提
出
ま
で
の

二
年
半
、
自
分
が
所
属
す
る
�
意
中
の
研
究
室
�

の
選
択
を
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

岐
阜
大
学
地
域
科
学
部
は
い
ま
か
ら
九
年
前（
一

九
九
七
年
十
月
）に
、
政
策
、
構
造
、
文
化
、
環
境

の
四
講
座
か
ら
な
る
新
設
学
部
と
し
て
誕
生
し
た
。

学
生
定
員（
一
学
年
）百
十
名
に
対
し
、
専
任
教
員

五
十
名
。
大
学
院
生（
修
士
課
程
）を
加
え
て
も
、

総
勢
六
百
名
足
ら
ず
の
小
規
模
「
総
合
学
部
」
で

あ
る
。

私
た
ち
の
学
部
で
は
、
一
年
前
期
の
「
教
養（
入

門
）セ
ミ
ナ
ー
」、
一
年
後
期
か
ら
二
年
前
期
に
開

講
さ
れ
る
「
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
を
含
め
た
セ
ミ
ナ

ー
形
式
に
よ
る
少
人
数
指
導
を
軸
に
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
確
立
し
て
お
り
、「
専
門
セ
ミ
ナ
ー
」（
一

学
年
定
員
四
名
）は
そ
の
中
核
に
位
置
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
悔
い
の
な
い
「
専
門
セ
ミ
ナ
ー
」

選
択
を
学
生
た
ち
に
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
五
月

初
旬
に
は
「
専
門
セ
ミ
ナ
ー
案
内
」
と
い
う
シ
ラ

バ
ス
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
「
セ
ミ
ナ
ー
紹
介
」

を
中
心
と
し
た
特
設
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
実
施
し
て
き

た
。そ

う
し
た
な
か
で
、
四
年
前
、
学
生
た
ち
か
ら
、

「
後
輩
の
た
め
に
『
専
門
セ
ミ
ナ
ー
』
選
択
を
支

援
し
よ
う
！
」
と
い
う
動
き
が
起
こ
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
『
解
体
新
書
』
づ
く

り
の
実
践
が
そ
れ
で
あ
る
。

学
生
主
体
で
作
成
さ
れ
た
、

小
冊
子
『
解
体
新
書
』

『
解
体
新
書
』
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
前
年

度
の
二
月
中
旬
か
ら
始
ま
る
。
先
輩
か
ら
引
き
継

ぎ
、
今
回
で
四
度
目
の
試
み
と
な
る
「
二
〇
〇
六

年
度
版
」
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
企
画
か
ら
原
稿

依
頼
、
編
集
・
発
行
ま
で
の
実
務
は
、
す
べ
て
大

研
究
室
の
窓
か
ら
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学
生
協
の
総
代
を
務
め
る
四
名
の
学
生
た
ち
の
手

で
行
わ
れ
た
。

「
は
じ
め
に
」
で
は
、
先
輩
か
ら
二
年
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
先
生
と
話
す
こ
と
で
先
生
の
人
柄
も
見
え
、

選
択
の
た
め
の
更
な
る
ヒ
ン
ト
と
も
な
る
で
し
ょ

う
。
興
味
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
は
と
こ
と
ん
訪
問
し
て
、

自
分
の
関
心
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
先
生
と
じ
っ

く
り
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
最
初

か
ら
一
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
絞
る
の
で
は
な
く
、
出

来
る
だ
け
多
く
の
先
生
に
話
を
聞
き
に
行
き
ま
し

ょ
う
」

以
下
、
六
〇
頁
に
わ
た
っ
て
、
学
部
教
員
が
開

設
す
る
す
べ
て
の
「
専
門
セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ
い
て

の
紹
介
が
続
く
。

そ
こ
に
は
、
教
員
と
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ミ
ナ
ー
所

属
学
生
に
配
布
さ
れ
る
「
調
査
票
」
に
記
載
さ
れ

た
事
項
が
、
教
員
の
写
真
と
一
緒
に
原
則
と
し
て

そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
る
。

教
員
に
「
回
答
」
を
求
め
ら
れ
る
「
七
項
目
」

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

他
の
「
専
門
セ
ミ
ナ
ー
」
の
様
子

を
知
る
格
好
の
チ
ャ
ン
ス

①
担
当
教
員
の
研
究
テ
ー
マ
・
内
容

②
読
ん
で
お
い
て
欲
し
い
本
、
受
講
し
て
お

い
て
欲
し
い
講
義

③
所
属
セ
ミ
ナ
ー
生
が
取
り
組
ん
で
い
る
研

究
テ
ー
マ

④
セ
ミ
ナ
ー
で
の
卒
業
ま
で
の
指
導
過
程

⑤
セ
ミ
ナ
ー
生
に
望
む
こ
と
、
身
に
つ
け
て

欲
し
い
こ
と

⑥
セ
ミ
ナ
ー
選
択
に
あ
た
っ
て
の
学
生
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス

⑦
所
属
セ
ミ
ナ
ー
生
の
こ
れ
ま
で
の
卒
業
論

文
テ
ー
マ

こ
れ
に
加
え
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
進
め
方
・
雰
囲

気
、
課
題
や
レ
ポ
ー
ト
の
難
易
度
・
頻
度
、
担
当

教
員
の
人
物
評
価
、
勉
強
以
外
で
の
教
員
と
の
交

流
な
ど
「
六
項
目
」
に
つ
い
て
、
所
属
学
生
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
「
回
答
」
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

私
の
「
回
答
」
の
一
部
（
④
⑤
）
と
、
学
生
の
「
評

価
」
を
紹
介
し
て
お
く
。

【
④
セ
ミ
ナ
ー
で
の
卒
業
ま
で
の
指
導
過
程
】

・
二
年
後
期
…
「
生
と
死
」
を
め
ぐ
る
人
間
の
諸

問
題
を
考
え
る
た
め
の
文
献
学
習
。
春
に
合
宿

（
「
生
と
死
」
を
考
え
る
旅
）を
実
施
。
論
文（
Ａ

４
・
六
枚
）作
成

・
三
年
前
期
…
「
生
と
死
の
教
育
」
に
関
す
る
共

通
テ
ー
マ
を
決
め
追
究
す
る
。
論
文（
Ａ
４
・
十

枚
）作
成
。
講
義
「
健
康
教
育
論
」
で
の
模
擬
授

業
実
践
の
た
め
の
教
材
研
究（
昨
年
度
の
テ
ー
マ

は
、
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
）。

・
三
年
後
期
…
卒
業
論
文
テ
ー
マ
決
定
の
た
め
の

準
備
。
問
題
意
識
を
高
め
、
先
行
研
究
を
読
み
、

整
理
す
る
。
一
日
ゼ
ミ
の
実
施
。

・
四
年
前
期
…
就
職
活
動
。
卒
業
研
究
の
個
別
指

導
。
毎
月
末
の
全
員
ゼ
ミ
で「
卒
論
中
間
報
告
」。

・
四
年
後
期
…
卒
業
研
究
の
論
文
執
筆
指
導
。

二
、
三
年
生
ゼ
ミ
の
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
指
導

・
助
言
。
院
生
ゼ
ミ
で
の
報
告
。

【
⑤
セ
ミ
ナ
ー
生
に
望
む
こ
と
、
身
に
つ
け
て
欲
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し
い
こ
と
】

・
卒
業
ま
で
に
最
低
五
十
冊
の
専
門
関
連
図
書
を

読
む
。

・
「
要
約
力
」「
質
問
力
」「
コ
メ
ン
ト
力
」。

・
学
年
集
団
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
。
学
年
を

超
え
た
研
究
交
流
。

・
研
究
テ
ー
マ
に
関
わ
る
「
現
場
」
に
足
を
運
び
、

「
人
」
と
出
会
う
。

【
学
生
に
よ
る
「
セ
ミ
ナ
ー
評
価
」
】

・
先
生
は
、
穏
や
か
で
優
し
い
面
も
あ
る
一
方
で
、

時
に
厳
し
く
指
導（
注：

Ｂ
型
で
す
）。

・
他
学
年
と
仲
が
良
く
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽

し
い
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

・
基
本
的
に
各
学
年
で
ゼ
ミ
。
月
に
一
度
の
全
員

ゼ
ミ
で
は
、
就
活
や
卒
論
の
進
捗
状
況
を
交
流
。

新
歓
、
忘
年
会
、
追
い
コ
ン
有
り
。

・
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
入
る
と
、
自
分
の
意
見
や
資

料
の
内
容
を
、
要
点
を
ま
と
め
て
話
せ
る
能
力

が
つ
き
ま
す
！（
就
活
に
役
立
ち
ま
す
）

こ
の
よ
う
に
『
解
体
新
書
』
を
読
む
と
、
各
教

員
の
セ
ミ
ナ
ー
観
と
実
際
の
専
門
セ
ミ
ナ
ー
の
様

子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
総
勢
五
十
名
と
い
う
小
さ

な
所
帯
で
は
あ
っ
て
も
、
実
践
交
流
を
す
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
、
『
解
体
新

書
』
は
、
セ
ミ
ナ
ー
を
選
択
す
る
二
年
生
の
み
な

ら
ず
、
私
た
ち
教
員
に
と
っ
て
、
実
践
の
誌
上
交

流
の
場
の
機
能
を
も
果
た
し
て
く
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

研
究
室
訪
問
、
体
験
セ
ミ
ナ
ー
か
ら

セ
ミ
ナ
ー
選
択
へ

一
カ
月
間
に
及
ぶ
研
究
室
訪
問
、
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
体
験
参
加
を
経
て
、
い
よ
い
よ
第
一
希
望
の
教

員
に
志
望
理
由
書
を
直
接
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
い
っ
て
も
全
員
が
第
一
志
望
の
セ
ミ
ナ
ー
に

入
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
定
員
四
名
」
と
い
う

制
限
が
あ
る
か
ら
だ（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
撤
廃

論
」
を
主
張
す
る
声
も
あ
る
）。

今
年
度
、
私
の
研
究
室
に
訪
問
し
た
学
生
は
二

十
二
名
。
そ
の
う
ち
セ
ミ
ナ
ー
に
体
験
参
加
し
た

学
生
は
十
二
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
七
名
が

「
志
望
理
由
書
」
を
提
出
し
て
く
れ
た
。

全
員
が
異
口
同
音
に
こ
う
語
っ
て
い
る
。

「
近
藤
先
生
ゼ
ミ
を
志
望
し
た
の
は
、
自
分
が

頑
張
れ
ば
、
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
残
り
の
大
学

生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
も
近
藤
セ

ミ
ナ
ー
で
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
」

そ
れ
か
ら
一
週
間
、
志
望
し
て
く
れ
た
学
生
一

人
ひ
と
り
と
面
接
を
繰
り
返
し
、
絞
り
込
む
の
で

あ
る
。
せ
っ
か
く
志
望
し
て
く
れ
た
学
生
を
�
落

と
す
�
教
員
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
は
ま
さ
に
「
苦

渋
の
選
択
」
な
の
だ
。

他
の
教
員
の
研
究
室
に
同
行
し
、
受
け
入
れ
の

打
診
を
行
う
な
ど
の
�
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
�
も
教
員

の
重
要
な
任
務
と
考
え
て
実
践
し
て
い
る
。

以
上
紹
介
し
た
、
専
門
セ
ミ
ナ
ー
選
択
に
か
か

わ
る
一
連
の
取
り
組
み
を
、
学
生
と
の
協
同
作
業

に
よ
る
「
自
己
点
検
・
授
業
評
価
」
の
試
み
と
し

て
、
今
後
も
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

こ
ん
ど
う
・
ま
さ
の
ぶ

岐
阜
大
学
・
地
域
科
学
部
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